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アメリカの小学校体育授業に関する一考察
―ワシントン州スポケーン市Brentwood、Indian Trail両小学校の事例より―
A Case Study of Physical Education Classes In the United States based upon results from Physical
Activity questionnaires conducted in Brentwood& Indian Trail Elementary Schools in Spokane, WA
藤 木 大 三 ＊
Abstract
The primary purpose of this study was to introduce overall physical education class settings in
American public elementary school system. The simple self organized questionnaire mainly asking
the most and least favorite physical activities in third to fifth graders was conducted during the 2012
spring observational tour with five junior Kwansei Gakuin University education major students.
The results from Brentwood Elementary School showed both basketball and dodgeball were two
most favorite physical activities for all three grades while intense cardiovascular typed stationed drills
and endurance running were least favorite activities.
Also, Basketball was themost favorite physical activity in both fourth and fifth graders in Indian Trail
Elementary School, and cardiovascular endurance running was the least favorite activity for them.
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．はじめに
現在、小学校体育の現場では、過去10年以上に
渡って、それまでの「体操」ではなく「体つくり運
動」が行われている。これは、たくましい身体をつ
くることを目指して来た今までの体力作りという観
点だけではなく、心と体を一体としてとらえて、自
身の身体への気づきや体調といった、健康への意識
喚起を一つの目標としている。
一方で、学校期の子どもの体力低下や、運動不足、
また他者や自然との触れ合いの激減等に起因する子
どものからだや健康への不安感は、益々増加の一途
を辿っているように思われる。
こうした、小学校体育の現場に端を発する、心身
のアンバランス感や運動そのものに対する否定的な
捉え方考え方は、個々人の身体活動観や体育授業そ
のものへのイメージを左右し、その結果として、例
えば大学体育の現場にも、そうした体力不足が著し
い学生、自らへの健康意識が極端に低い学生等を少
なからず生み出す遠因となっている。
こうした現状を少しでも緩和し、何よりも自らの
健康や身体活動に対して前向きな関わり方や意識を
持つことは、今後の人生や超高齢化社会をより健や
かに生き抜く上でも、不可欠な素養と考えられる。
スポーツ大国アメリカでも、小学校体育の現場を
取り巻く現象は、我が国のそれとは大差ない。ま
た、教育実験国家と言われるように、1990年代以後、
体育のみならず全ての教科について、さまざまな試
行錯誤や国策が繰り返されている。こと体育に関し
ては、肥満が深刻な社会問題となり若年層からの生
活習慣病が蔓延していることから、我が国以上にラ
イフスタイル教育やフィットネス教育の一端を担う
ものとして、重要な役割を担っている1)。
そこで本稿では、そうしたアメリカの小学校体育
の現状について、2012年春ワシントン州スポケーン
市（Spokane, Washington）の公私立校で実施し
たアンケート調査の結果を元に考察を加え、今後我
が国の小学校体育に有益な情報及び基礎的知見を得
ることを目的とした。
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1）井谷恵子、2005「体力作りからフィットネス教育へアメリカの体育教育と身体づくりへの責任」 明石書店 pp.
28-32．
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．研究方法：
．調査実施日時・場所：
2012年月21日〜
月	日 米国ワシントン州ス
ポケーン市内公私立小学校校、Brentwood
Elementary School, Indian Trail Elementary School,
Northwest Christian School, Westgate Christian
Academy。
．調査方法・調査対象：
アンケート用紙（表	）を用いての質問紙法によ
り、
〜年男女児童に直接配布、もしくは担当者
に調査を依頼し実施した。各校調査を依頼した児童
数の内訳は次のとおりである。尚、総数は130人（う
ち女子児童は70人）、回収率は、90.7％であった。
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表 今回の調査で用いたアンケート用紙：
．研究の限界：
今回の調査では、事前に依頼していたにも関わら
ず Northwest Christian Academy の
年生児童か
らの調査結果は回収出来なかった。また、限られた
調査期間にも関わらず、中学年以外にも調査協力を
してもらえた学校、或は中学年のみ全校児童に調査
を実施してくれた学校等、調査対象に一貫性を持た
せることは困難である。また、公私立での体育授業
内容は、我が国以上に相当な相違があることは自明
である。従って本研究では、特に Brentwood と
Indian Trail の公立小学校の
〜年男女児にの
み限定し、論を進めることとした。
．結果と考察：
．Spokane 市の概要：
Spokane 市と、その周辺部の現在の人口は、2010
年現在約21万人であり2)、周辺部を含むと47万人と
アメリカ北西部地域で、シアトル（ワシントン州）、
ポートランド（オレゴン州）に次いで
番目の都市
である。Spokaneは、元々先住民族との毛皮物流と
鉱山開発により発展を遂げて来たが、西海岸のシア
トル市と中西部シカゴ市間にこれと言った大都市が
ないため、東隣するアイダホ州、モンタナ州等を含
めた広大な地域をも含めた、緊急医療のターミナル
ケア拠点としての役割も担って来た歴史を有してい
る。そのため市内には、ヘリポートを備えた大規模
な総合病院がいくつも建ち並び、人口30万弱の中規
模都市に不似合いな程に、医療関係施設が充実して
いる。
こうした医療産業の発展に伴い、Washington
State University や Eastern Washington
University、Gonzaga University等総合大学の医歯
薬学部や研究施設、メディカルパークも整備されて
いる。また、自然豊かで乾燥した過ごしやすい気候
と、安全で生活しやすい住環境により、過去10年間
の人口増加率は約％に達している3)。
．Brentwood 小学校を例としての日米初等体育
授業の相違と課題：
表は、Spokane 市とその周辺部の学校区と公立
小学校の数を示したものである4)。公立小学校は、
特に Inner city と呼ばれる市街地部分（Spokane
School District）と東部郊外地区（Central Valley
School District）、そして北東部郊外地区（Mead
School District）に集中していることが分る。
今回、調査を実施した Brentwood Elementary
Schoolは、このMead School District に位置し、現
在の児童数は605人5)であるが、市周辺地域の開発
が進み、年々児童数が増加の一途を辿っている。ま
た、Indian Trail Elementary は、市中心部である
Downtown から近い閑静な住宅街に位置している。
全児童数は、385人6)と、Brentwood より小規模で
はあるものの、こちらも児童数が増加傾向にある。
次に、Spokane、Mead 両学校区42校では、現在
50人の体育専任教員が授業指導を行っている7)。つ
まりこれは、各校少なくとも	名以上のエキスパー
トが存在しているということであり、授業内容や実
施種目等は、全てこれら専任教員に委ねられてい
る。
例えば、Mead District の場合、学校区内の人
の体育専任教員が定期的に会合を持ち、当該
Academic year における体育実技授業種目について
は合議の上決定している(注1)。Brentwood 小学校
2011年度秋学期授業では、特に
〜年生では、主
にサッカー、ラクロス、バレーボール、バスケット
ボール、ティーボール、フラッグフットボール、
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2）Wikipedia. com, Spokane, Washington より。
3）同上。
4）Education. com/schoolfinder より。
5）同上。
6）同上。
7）Spokane Public Schools Web Page より。
(注1）2011年
月 Brenwood 小学校体育専門職 Ms. Sandy Heupel 教諭へのインタビューより。
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表 Spokane 市及び周辺部地域の学校区と公立小学校数4)
Spokane
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West Valley
キックボール、陸上競技、テコンドー、そしてサー
キットトレーニングと栄養学のレクチャークラスが
実施された。授業時間は、25分ずつ週回、合計36
週間であり、総授業時数は72時間となっている。ま
た、同じ District 内でも、例えば Brentwood で実
施している種目が、他の小学校では実施されていな
い、或はその逆のケースもごく当たり前に生じてい
る。例えば、Brentwood ではバレーボールの授業
が行われているが、これは担当者の Ms. Heupel の
専門種目であるためであり、一方で学校区内の一部
小学校で実施されている、いわゆるタンブリング等
のマット運動や器械体操は一切実施されていない。
この件に関して、Heupel 教諭は、例えば年生く
らいになると、女性教諭より体格も大きな児童が何
人も存在し、彼らの体重を支えたり補助をしたりと
いう指導は一様に困難となり、中には重篤な怪我に
つながるようなケースも出て来る危険性があるた
め、そうしたリスクを負ってまで体育の授業で行う
必要性を感じない、とのことであった(注2)。また、
テコンドーは、外部講師を招聘し授業を行ってい
る。
一方我が国の場合は、表
に示したように全て文
科省の管轄から逸脱することを善しとしない、画一
的な体育実技授業が行われている8)。また年間の総
授業時数も、	〜年生が102時間、
〜年生が
105時間、〜年生が90時間と定められており、
全国津々浦々同じような内容の体育授業が行われて
いる、と言っても過言ではない。つまり日本の初等
体育は、平均値を上げることを主眼としたものであ
り、アメリカのより個性を伸ばすそれとは、全てに
大きく異なり、一律に「みんなが出来ること」を主
たる目的としている。このため、特にマット運動、
鉄棒、跳び箱、水泳等個人の運動能力がクローズ
アップされる種目では、出来る子ども以上に、出来
ない子に少なからず負担や苦痛を強いる指導構造と
なっているにも関わらず、それらが一向に改められ
る兆しが見られない。また、これら小学校期の運動
能力の差異が、そのまま「体育好き」と「体育嫌い」
の二極化を助長し、その後の身体活動への取り組み
や個々人の嗜好に少なからず影響を与えていること
は、「みんなが出来ること」と真逆の結果へとつな
がっていることを意味し、こと初等体育に関して
は、その学習成果が必ずしも良き方向に結実してい
るとは言い難い。こうした我が国の初等体育の課題
については、今後稿を改めて論じて行きたい。
．Brentwood, Indian Trail両小学校における体育
授業の実際について：
表4-1及び4-2は、Brentwood 小学校
年〜年
男女児童の好きな体育授業、また嫌いな体育授業一
覧を示したものである。また、表5-1、及び5-2は、
Indian Trail 小学校年〜年男女児童の好きな体
育授業、また嫌いな体育授業一覧を示したものであ
る。
これら結果より、特に Brentwoodでは、ドッヂ
ボールとバスケットボールの人気が高く、Indian
Trailではクライミングとバスケットボールの人気
が高い傾向が見られた。
アメリカで一般的に行われているドッヂボール
は、日本のそれとは大きく異なり、ボールそのもの
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(注2）同上。
8）平成20年度文部科学省編 「小学校学習指導要領体育編」より抜粋。
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表 小学校体育科の領域構成と内容8)
表現リズム遊び
ゲーム
水遊び
走・跳の運動遊び
表現運動
保健
器械・器具を使って
の運動遊び
体つくり運動
	・学年
領
域
Taekwondo
1 0
Dodgeball
1 0 0 0

年
男子

年
女子
年
男子
年
女子
年
男子
年
女子
表4-1 Brentwood小学校〜年生児童の好きな体育授
業一覧
0
0 0 3 0 0 0
2 2 3
種目（ABC順)
4 2 3
Rotations
（Stretching & Circuit)
Soccer
0
6 7 2 1 7 4
1 0
Baseball（T-ball)
Basketball
Capture the Chicken
Climbing 0 0 0
2 0 1 0 0
0 0 2 1 1 1
0 1 0 2 0
Track & Field
Volleyball
0
0
0
0
0
0
1
0
0
1
2
1
0
も小型で柔らかいスポンジ形式のものが用いられ、
当てられてもさほど痛さを感じない。また、日本の
ように原則	つのボールを用いて相手をヒットす
る、という形式ではなく、スポンジボールを〜10
個用いて、主に「内野」どうしの投げ合いのみで勝
負を競うという形式で行われる。従って、日本のよ
うに誰か一人が集中して狙われたり、相手を当てる
ことよりも逃げ回ることに重点が置かれている、と
いう内容のものとは根本的に異なる。一方で、突然
背後から当てられたりすることがないため、低学年
児童でも取り組みやすい形式になっているが、学年
が上がるにつれ、我が国同様、やはり運動能力に優
れた児童が、優先的にボールを支配する傾向が強ま
るようである。このため、Brentwood では、ドッ
ヂ ボ ー ル そ の も の を、「Midnight Madness
Dodgeball」と名付けて、体育館の電灯を一切つけ
ない形式で授業が行われている。この結果、子ども
たちはどこからボールが飛んで来るか分らないとい
うスリルを味わいながらも、チームメイトの声を頼
りにボールを投げ合って、お互い協力して競技を進
めないといけない。このようにして、日本の授業で
は想像出来ないような楽しい雰囲気で授業が進めら
れている。また、Indian Trail 小学校内の体育館に
は、特設のクライミングウォールがあり、それらを
用いてのクライミング授業は、自ずと児童の足腰や
握力強化にも役立っていることは言うまでもない。
一方で、Brentwoodではバスケットボールとロー
テーション（サーキットトレーニング）が、また
Indian Trailではクライミングと陸上競技（主にラ
ンニング）が不人気の傾向が見られた。バスケット
ボールに関しては、好きな授業と答えた児童が多
かった半面、嫌いな授業と答えた児童も多かった。
これらアンケートの記述より、特にバスケットボー
ルが好きと答えた児童の多くは、授業以外でも、例
えば YMCAやユースリーグ等でバスケットボール
に親しんでおり、スキルレベルも高い傾向が見受け
られた。一方で、バスケットボールが嫌いと答えた
児童の多くは、小学校での授業以外にバスケット
ボールは実施しておらず、シュートやパス能力が未
熟なため、ただコートを走り回るだけで授業そのも
のが面白くない、と感じている様子が伺えた。
また、ローテーション及びクライミング、ランニ
ングに共通していることとして、いわゆるボールを
用いたり、チームで行う集団競技ではなく、個々人
の運動能力や活動量が重視される内容のものと考え
られる。従って、元々運動好きの子どもたちは、例
えばランニングやサーキットトレーニングでも好成
績を残せるため、こうした個人競技に対しても前向
きに取り組む傾向が強いが、あまり運動が好きでは
ないとか、活動的ではない子どもたちにとっては、
個々の能力が直接結果に結びつきやすいこうした種
目を敬遠する傾向が強いものと考えられる。
こうした、好き嫌いが明確になるような種目に対
して、Brentwood、Indian Trail 問わず、体育の指
導者は、日本のように、様々な創意工夫をしながら
でも、結局は必ず達成させることを目的とした「結
果重視型」の指導ではなく、その児童の今現在持ち
合わせている運動能力や活動量を、まず受け入れ認
めてやる、という「現状評価型」の授業形態である
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表4-2 Brentwood小学校〜年生児童の嫌いな体育授
業一覧
0
0 0 0 0 0 0
0 3 3
種目（ABC順)
3 3 3
Rotations
(Stretching & Circuit)
Soccer
2
0 0 0 0 0 0
0 0
Baseball（T-ball)
Basketball
Capture the Chicken
Climbing 0 0 0
0 0 0 0 0
1 0 1 1 2 2
2 1 1 4 3
Track & Field
Volleyball
1
0
0
0
1
1
1
0
1
1
2
0
2
Basketball 3 2
種目（ABC順)
0 0
年
男子
年
女子
年
男子
年
女子
表5-1 Indian Trail小学校〜年生児童の好きな体育授
業一覧
3 1 1 0
0 2 2 2
Soccer
Climbing
Volleyball 0 0 0 2
Basketball 0 1
種目（ABC順)
0 1
年
男子
年
女子
年
男子
年
女子
表5-2 Indian Trail小学校〜年生児童の嫌いな体育授
業一覧
1 1 0 0
0 4 1 2
Jump Roping
Climbing
Track & Field(Running) 3 1 1 1

ことが印象的であった(注3)
従って、例えばサーキットトレーニングで記録が
あまり良く無くても、或はランニングで最後まで走
りきれなくても、教師は精一杯頑張った児童を最大
限の賛辞で称え、時に抱きしめてその健闘をまず評
価してやる。そして、そこからさらにスキルアップ
を目指すような指導は、原則本人にその意志がない
限りは、無理強いすることは殆ど見受けられない。
例えば、マットを用いての前転の授業で、複数の児
童が、左右に崩れるようなおおよそ前転とは呼べな
いような動きを繰り返している場面に遭遇し
た(注4)。このような場合、我が国では、これら児童
は、おそらく両手の平をしっかりと両耳横に持って
来て、脇をしめて背中をしっかりと丸め、左右に崩
れないよう真っすぐきれいに前転する練習を、繰り
返しさせられるのではないだろうか。つまりそれ
は、個々の運動能力やスキルレベルよりも、クラス
全体としての出来映えや、前転とはこうあるべき、
という一つの基準に重きを置いた「結果重視型」授
業の典型であり、そうした基準に到達していない子
どもたちにとっては、苦痛や苦手意識の萌芽にもつ
ながり、やがてこうした負の積み重ねが体育嫌いを
助長することにもなりかねないのではないだろう
か。
こうした、基準を達成させる、という発想は、こ
とアメリカの初等体育の現場では殆ど見受けられな
い。従って、崩れた前転であっても、当事者である
児童がさらに上達したいとか、きれいに回りたいと
言った意志表示を示さない限り、教師はそうした前
転をも認め、まず賛辞の言葉で児童を評価してや
る。こうした指導方法に対しては、賛否両論あるに
せよ、我が国の学校体育全体が現在直面している二
極化を是正する一つの手法としては、示唆に富んで
いると言えるだろう。
一方で、国の施策として、アメリカでは小学校体
育、いわゆる教科体育に健康やフィットネスへの貢
献を期待している9)。従って、今回の結果のように
子どもたちが余り興味を示さないローテーションや
ランニングのような心肺機能を強化するような種目
に対しても、現場の教師は様々な創意工夫を凝らし
て、積極的な啓蒙と授業指導をしていくことが不可
欠であろう。
．今後の課題（まとめに代えて）：
今日の我が国の、特に学校体育の現場では、運動
に興味を持ち活発に活動する子どもと、そうでない
子どもの二極化が恒常化している。こうした二極化
を少しでも軽減させるために、2011年度新小学校学
習指導要領より、全学年共通の「体つくり運動」領
域が新たに義務付けられることとなった10)。この
「体つくり運動」では、特に次の項目に重きを置
いている11)。
	．体を動かす楽しさ・心地よさそのものをじっく
り体験出来ること。
．スポーツとは異なるやさしい活動を通してさま
ざまな身のこなし方が巧みに出来るようになる
こと。

．体を動かすことを通して精神的なストレスが解
消され、心が解放されること。
．運動を通して仲間と豊かに関わることができる
ようになること。
こうした、「体つくり運動」領域の成果が、今後
数年間どのような形で子どもの日頃の運動量増加に
役立ち、身体活動の興味喚起へとつながり、少なか
らず二極化軽減の一助となり得るかについては、今
後の動向を見守っていきたい。
今回本稿で取り上げたアメリカの小学校体育の実
状を通して、我が国のそれと対比した時、大きな相
違点として二つのことが考えられる。まず一つ目
は、アメリカと日本の小学校体育を比較した場合、
単なる授業時数の多少やクラスサイズの問題以上
に、そもそも小学校体育を通して、教師自身が子ど
もたちをどのように導き育んで行きたいのか、とい
う根本的な教育観の相違があるように思われる。
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(注3）2011年
月 Brenwood 小学校体育授業視察より。
(注4）2011年
月 Northwest Christian Academy
年生体育授業視察より。
9）井谷恵子、2005 「体力作りからフィットネス教育へ アメリカの体育教育と身体づくりへの責任」 明石書店 p.
59.
10）文部科学省，2008 「小学校学習指導要領体育編」 東洋館出版社 p 4．
11）高橋建夫他、2000 「体育科教育 2000年
月号別冊」、大修館 p. 143．

例えば、US Department of Health and Human
Services によれば12)、アメリカの総人口の約60％が
活動的な生活を行っておらず、12歳から21歳ではそ
の約半数が定期的に運動をしていないとされてい
る。この結果が全てではないにせよ、アメリカでも
子どもの運動嫌いは一つの社会問題になっているこ
とは否めないであろう。しかし一方で、アメリカの
場合は、過去30年以上に渡り、体育の授業で一番重
要視されるべきことは、参加者の前向きな意欲とそ
の環境作りであるとされ13)、教師はそうした子ども
たちがやる気になる雰囲気や授業環境構成に努めて
いることが、第三者にもひしひしと伝わって来る。
また保護者間でも、例えば Brentwood 小学校の体
育授業では、テコンドーが外部講師に行われている
ので、自分の子どもの通う小学校でも是非それを実
施して欲しい、という声は殆ど聞かない。つまり同
じ市内であっても、学校間で異なる体育授業が行わ
れていることよりも、子どもたち自身が、いかに楽
しく与えられた種目に対して積極的に取り組んでい
るか、ということに関心が向けられている。
そして第二番目の大きな相違として、アメリカの
場合は Fitness & Health Specialist 或は Physical
Education Specialist と言った、専門的知識を持っ
た教員が授業運営に携わっている、ということであ
る。従って日本のように、本来はあまり運動は得意
ではないが、小学校教員として授業に携わっている
というような例は皆無であり、それぞれの教師が
日々熱意と創意工夫で授業運営を行っている。それ
ら授業は、一様に「いかに子どもたちを楽しませる
か」とか「興味を持たせ、自ら身体活動に積極的に
取り組ませるか」という、いわば「児童の目線」に
立った授業構成が殆どであり、少々フォームが乱れ
ていても、或は上手にボールが投げられなくても、
そうしたことを注意したり何かペナルティを課す、
といったような指導は一切行われていない。翻って
日本の場合は、仮に運動が不得意な教師であって
も、体育授業の指導をしなければならない。そのよ
うな場合に、教師がマニュアルである指導要領に頼
り、安易に画一的な授業を行ってしまうことは、想
像に難くない。また、画一的であるが故に、とかく
全体の底上げに主眼が置かれるため、運動嫌いや活
動的でない子にも、「達成感」を味わわせる、とい
う名目で、結果重視の授業指導をしがちになること
も、否めないのではないだろうか。
一方で、アメリカの場合は、そうした、「児童の
目線」に立った授業にも関わらず、中学校以上の体
育授業は、特に公立校の場合は選択科目となってい
くため、小学校以後、特に学校体育という形で身体
活動を行わない、というケースも漸次増加して行
く。こうした現状については、今後また稿を改め
て、論じて行きたい。
今後は、今回実施した調査を我が国の小学校でも
実施し、アメリカと日本の小学校体育の現状につい
て比較検討しながら、基礎的知見を深める作業の継
続を試みたい。
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